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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力されたデータに対して処理を施して出力する前段信号処理回路と、
　入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路による処理後のデータに施すべき処
理を施して出力する後段信号処理回路と、を備え、
　入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路によって処理を施した後、前記後段
信号処理回路によって処理を施して出力する第１状態、
　入力されたデータに対して前記前段信号処理回路によって処理を施して出力する第２状
態、又は、
　入力されたデータに対して前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第３状
態、
　のいずれかの状態に切り替え可能に構成され、
　前記前段信号処理回路は、
　入力されたカラー映像データに基づいて、複数の色の情報を利用した処理を実行すると
共に、色ごとの映像データを出力し、
　前記後段信号処理回路は、色ごとに、複数、設けられ、
　前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回路のそれぞれは、色ごとの
映像データが入力されると共に、入力された対応する色の映像データに基づいて処理を実
行することを特徴とする信号処理回路。
【請求項２】
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　前記前段信号処理回路、及び、前記後段信号処理回路は、メモリーに接続され、
　前記前段信号処理回路が出力したデータが前記メモリーに一時記憶され、前記メモリー
に一時記憶されたデータが前記後段信号処理回路に入力されることを特徴とする請求項１
に記載の信号処理回路。
【請求項３】
　前記第３状態では、複数の前記後段信号処理回路が、１の色の映像データに基づく処理
を協働して実行することを特徴とする請求項１又は２に記載の信号処理回路。
【請求項４】
　色ごとの前記後段信号処理回路の他に、他の前記後段信号処理回路を備え、
　前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回路のそれぞれが、入力され
た対応する色の映像データに基づいて処理を実行する一方、他の前記後段信号処理回路は
処理を実行せず、
　前記第３状態では、他の前記後段信号処理回路を含む複数の前記後段信号処理回路が、
１の色の映像データに基づく処理を協働して実行することを特徴とする請求項３に記載の
信号処理回路。
【請求項５】
　入力されたデータに対して処理を施して出力する前段信号処理回路と、入力されたデー
タに対して、前記前段信号処理回路による処理後のデータに施すべき処理を施して出力す
る後段信号処理回路と、が設けられ、入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路
によって処理を施した後、前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第１状態
、入力されたデータに対して前記前段信号処理回路によって処理を施して出力する第２状
態、又は、入力されたデータに対して前記後段信号処理回路によって処理を施して出力す
る第３状態、のいずれかの状態に切り替え可能に構成された信号処理回路が実装され、
　前記信号処理回路が単体で実装される場合は、実装される前記信号処理回路の状態が前
記第１状態に切り替えられ、
　複数の前記信号処理回路が組み合わせて実装される場合は、前段に実装される前記信号
処理回路の状態が第２状態に切り替えられると共に、後段に実装される前記信号処理回路
の状態が前記第３状態に切り替えられ、
　前記信号処理回路の前記前段信号処理回路は、
　入力されたカラー映像データに基づいて、複数の色の情報を利用した処理を実行すると
共に、色ごとの映像データを出力し、
　前記信号処理回路の前記後段信号処理回路は、
　色ごとに、複数、設けられ、
　前記信号処理回路が単体で実装され、実装される前記信号処理回路の状態が前記第１状
態に切り替えられている場合、
　色ごとに設けられた前記信号処理回路の前記後段信号処理回路のそれぞれは、
　色ごとの映像データが入力されると共に、入力された対応する色の映像データに基づい
て処理を実行することを特徴とする回路基板。
【請求項６】
　前記信号処理回路の前記前段信号処理回路、及び、前記後段信号処理回路は、メモリー
に接続され、前記前段信号処理回路が出力したデータが前記メモリーに一時記憶され、前
記メモリーに一時記憶されたデータが前記後段信号処理回路に入力されることを特徴とす
る請求項５に記載の回路基板。
【請求項７】
　複数の前記信号処理回路が組み合わせて実装される場合、後段には、色ごとに複数の前
記信号処理回路が実装され、かつ、前段に実装される前記信号処理回路の状態が第２状態
に切り替えられると共に、後段に実装される前記信号処理回路のそれぞれの状態が前記第
３状態に切り替えられ、
　前記第２状態に係る前段の前記信号処理回路は、入力されたカラー映像データに基づい
て、色ごとの映像データを、対応する後段の前記信号処理回路に出力し、
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　前記第３状態に係る後段の前記信号処理回路のそれぞれでは、複数の前記後段信号処理
回路が、入力された１の色の映像データに基づく処理を協働して実行することを特徴とす
る請求項５又は６に記載の回路基板。
【請求項８】
　前記信号処理回路は、色ごとの前記後段信号処理回路の他に、他の前記後段信号処理回
路を備え、
　前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回路のそれぞれが、入力され
た対応する色の映像データに基づいて処理を実行する一方、他の前記後段信号処理回路は
処理を実行せず、
　前記第３状態では、他の前記後段信号処理回路を含む複数の前記後段信号処理回路が、
１の色の映像データに基づく処理を協働して実行することを特徴とする請求項７に記載の
回路基板。
【請求項９】
　色ごとに光変調部を備えると共に、色ごとの前記光変調部が変調した光を投射する投射
部を備えるプロジェクターであって、
　入力されたカラー映像データに基づいて、複数の色の情報を利用した処理を実行すると
共に、色ごとの映像データを出力する前段信号処理回路が設けられると共に、入力された
対応する色の映像データに基づいて処理を実行する後段信号処理回路が色ごとに複数設け
られ、入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路によって処理を施した後、前記
後段信号処理回路によって処理を施して出力する第１状態、入力されたデータに対して前
記前段信号処理回路によって処理を施して出力する第２状態、又は、入力されたデータに
対して前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第３状態、のいずれかの状態
に切り替え可能に構成された信号処理回路が実装され、
　前記信号処理回路が単体で実装される場合は、実装される前記信号処理回路の状態が前
記第１状態に切り替えられ、複数の前記信号処理回路が組み合わせて実装される場合は、
前段に実装される前記信号処理回路の状態が第２状態に切り替えられると共に、後段に実
装される前記信号処理回路の状態が前記第３状態に切り替えられる回路基板を備えること
を特徴とするプロジェクター。
【請求項１０】
　前記前段信号処理回路、及び、前記後段信号処理回路は、メモリーに接続され、
　前記前段信号処理回路が出力したデータが前記メモリーに一時記憶され、前記メモリー
に一時記憶されたデータが前記後段信号処理回路に入力されることを特徴とする請求項９
に記載のプロジェクター。
【請求項１１】
　前記第３状態では、複数の前記後段信号処理回路が、１の色の映像データに基づく処理
を協働して実行することを特徴とする請求項９又は１０に記載のプロジェクター。
【請求項１２】
　色ごとの前記後段信号処理回路の他に、他の前記後段信号処理回路を備え、
　前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回路のそれぞれが、入力され
た対応する色の映像データに基づいて処理を実行する一方、他の前記後段信号処理回路は
処理を実行せず、
　前記第３状態では、他の前記後段信号処理回路を含む複数の前記後段信号処理回路が、
１の色の映像データに基づく処理を協働して実行することを特徴とする請求項１１に記載
のプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、信号処理を実行する回路が設けられた信号処理回路、当該信号処理回路が実
装可能な回路基板、及び、当該回路基板を備えるプロジェクターに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び、青色（Ｂ）の光を変調する液晶パネルを備え、
これら液晶パネルで変調した光を合成して投射する投射型表示装置が知られている（例え
ば、特許文献１参照）。この種の投射型表示装置では、信号処理回路を含んで構成された
処理システムを備え、入力されたカラー映像信号（カラー映像データ）に対して、信号処
理回路により画像処理を施し、処理結果に基づいて液晶パネルを駆動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－７２２３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した投射型表示装置のように、信号処理回路を含んで構成された処理システムを備
える装置では、装置のモデルや、機種によって、当該処理システムに求められる処理能力
が異なってくる。上述した投射型表示装置を例にすると、液晶パネルの解像度が高い上位
モデルの場合と、解像度が低い下位モデルの場合とでは、処理システムに求められる処理
能力が異なってくる。これを踏まえ、できるだけコストを削減しつつ、求められる処理能
力に応じた処理システムを構築できるようにしたいとするニーズがある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、求められる処理能力に応じた処
理システムを、コストを削減した上で構築できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、信号処理回路であって、入力されたデータに対
して処理を施して出力する前段信号処理回路と、入力されたデータに対して、前記前段信
号処理回路による処理後のデータに施すべき処理を施して出力する後段信号処理回路と、
を備え、入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路によって処理を施した後、前
記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第１状態、入力されたデータに対して
前記前段信号処理回路によって処理を施して出力する第２状態、又は、入力されたデータ
に対して前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第３状態、のいずれかの状
態に切り替え可能に構成されていることを特徴とする。
　この構成によれば、要求される処理能力が低い処理システムについては、１つの信号処
理回路を設けると共に、当該１つの信号処理回路の状態を第１状態に切り替えることによ
り、要求される処理能力に応じることが可能である。また、要求される処理能力が高い処
理システムについては、前段に第２状態の信号処理回路を設け、後段に第３状態の信号処
理回路を設けることにより、複数の信号処理回路により分散処理を実行し、これにより要
求される処理能力に応じることが可能である。いずれの場合も、前段信号処理回路による
処理、及び、後段信号処理回路による処理の双方が実行される。そして、処理システムに
、信号処理回路を単体で用いる場合も、複数の信号処理回路を用いる場合も、各信号処理
回路の構成は共通する。このため、処理システムの構築にあたり、求められる処理能力に
応じて、処理能力の異なる、すなわち、構成の異なる信号処理回路を用いる必要がなく、
コストの削減を図ることが可能である。
【０００６】
　また、本発明は、前記前段信号処理回路、及び、前記後段信号処理回路は、メモリーに
接続され、前記前段信号処理回路が出力したデータが前記メモリーに一時記憶され、前記
メモリーに一時記憶されたデータが前記後段信号処理回路に入力されることを特徴とする
。
　この構成によれば、要求される処理能力と、メモリーの帯域幅等のメモリーの性能との
関係を踏まえて、信号処理回路を単体で用いて処理システムを構築するか、信号処理回路
を複数用いて処理システムを構築するかを選択可能である。
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【０００７】
　また、本発明は、前記前段信号処理回路は、入力されたカラー映像データに基づいて、
複数の色の情報を利用した処理を実行すると共に、色ごとの映像データを出力し、前記後
段信号処理回路は、色ごとに、複数、設けられ、前記第１状態では、色ごとに設けられた
前記後段信号処理回路のそれぞれは、色ごとの映像データが入力されると共に、入力され
た対応する色の映像データに基づいて処理を実行することを特徴とする。
　この構成によれば、入力されたカラー映像信号に基づく処理を実行する装置について、
要求される処理能力が低い場合は信号処理回路を１つ用いて処理システムを構築し、要求
される処理能力が高い場合は信号処理回路を複数用いて処理システムを構築できる。すな
わち、コストを削減しつつ、処理能力に応じた処理システムの構築が可能となる。
【０００８】
　また、本発明は、前記第３状態では、複数の前記後段信号処理回路が、１の色の映像デ
ータに基づく処理を協働して実行することを特徴とする。
　この構成によれば、第３状態では、複数の後段信号処理回路により、単体の後段信号処
理回路で処理を行う場合よりも高い処理能力で、１の色の映像データに基づく処理を実行
できる。
【０００９】
　また、本発明は、色ごとの前記後段信号処理回路の他に、他の前記後段信号処理回路を
備え、前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回路のそれぞれが、入力
された対応する色の映像データに基づいて処理を実行する一方、他の前記後段信号処理回
路は処理を実行せず、前記第３状態では、他の前記後段信号処理回路を含む複数の前記後
段信号処理回路が、１の色の映像データに基づく処理を協働して実行する。
　この構成によれば、第３状態において、他の前記後段信号処理回路を利用して、高い処
理能力で、１の色の映像データに基づく処理を実行できる。
【００１０】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、回路基板であって、入力されたデータに
対して処理を施して出力する前段信号処理回路と、入力されたデータに対して、前記前段
信号処理回路による処理後のデータに施すべき処理を施して出力する後段信号処理回路と
、が設けられ、入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路によって処理を施した
後、前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第１状態、入力されたデータに
対して前記前段信号処理回路によって処理を施して出力する第２状態、又は、入力された
データに対して前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第３状態、のいずれ
かの状態に切り替え可能に構成された信号処理回路が実装され、前記信号処理回路が単体
で実装される場合は、実装される前記信号処理回路の状態が前記第１状態に切り替えられ
、複数の前記信号処理回路が組み合わせて実装される場合は、前段に実装される前記信号
処理回路の状態が第２状態に切り替えられると共に、後段に実装される前記信号処理回路
の状態が前記第３状態に切り替えられることを特徴とする。
　この構成によれば、処理システムに係る回路基板について、要求される処理能力が低い
場合、１つの信号処理回路を実装すると共に、当該１つの信号処理回路の状態を第１状態
に切り替えることにより、要求される処理能力に応じることが可能である。また、要求さ
れる処理能力が高い場合、前段に第２状態の信号処理回路を実装し、後段に第３状態の信
号処理回路を実装することにより、複数の信号処理回路により分散処理を実行し、これに
より要求される処理能力に応じることが可能である。いずれの場合も、前段信号処理回路
による処理、及び、後段信号処理回路による処理の双方が実行される。そして、処理シス
テムに、信号処理回路を単体で用いる場合も、複数の信号処理回路を用いる場合も、各信
号処理回路の構成は共通する。このため、処理システムの構築にあたり、求められる処理
能力に応じて、処理能力の異なる、すなわち、構成の異なる信号処理回路を用いる必要が
なく、コストの削減を図ることが可能である。
【００１１】
　また、本発明は、前記信号処理回路の前記前段信号処理回路、及び、前記後段信号処理
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回路は、メモリーに接続され、前記前段信号処理回路が出力したデータが前記メモリーに
一時記憶され、前記メモリーに一時記憶されたデータが前記後段信号処理回路に入力され
ることを特徴とする。
　この構成によれば、要求される処理能力と、メモリーの帯域幅等のメモリーの性能との
関係を踏まえて、信号処理回路を単体で回路基板に実装して処理システムを構築するか、
信号処理回路を複数回路基板に実装して処理システムを構築するかを選択可能である。
【００１２】
　また、本発明は、前記信号処理回路の前記前段信号処理回路は、入力されたカラー映像
データに基づいて、複数の色の情報を利用した処理を実行すると共に、色ごとの映像デー
タを出力し、前記信号処理回路の前記後段信号処理回路は、色ごとに、複数、設けられ、
前記信号処理回路が単体で実装され、実装される前記信号処理回路の状態が前記第１状態
に切り替えられている場合、色ごとに設けられた前記信号処理回路の前記後段信号処理回
路のそれぞれは、色ごとの映像データが入力されると共に、入力された対応する色の映像
データに基づいて処理を実行することを特徴とする。
　この構成によれば、入力されたカラー映像信号に基づく処理を実行する装置について、
要求される処理能力が低い場合は信号処理回路を単体で回路基板に実装して処理システム
を構築し、要求される処理能力が高い場合は信号処理回路を複数回路基板に実装して処理
システムを構築できる。すなわち、コストを削減しつつ、処理能力に応じた処理システム
の構築が可能となる。
【００１３】
　また、本発明は、複数の前記信号処理回路が組み合わせて実装される場合、後段には、
色ごとに複数の前記信号処理回路が実装され、かつ、前段に実装される前記信号処理回路
の状態が第２状態に切り替えられると共に、後段に実装される前記信号処理回路のそれぞ
れの状態が前記第３状態に切り替えられ、前記第２状態に係る前段の前記信号処理回路は
、入力されたカラー映像データに基づいて、色ごとの映像データを、対応する後段の前記
信号処理回路に出力し、前記第３状態に係る後段の前記信号処理回路のそれぞれでは、複
数の前記後段信号処理回路が、入力された１の色の映像データに基づく処理を協働して実
行することを特徴とする。
　この構成によれば、第３状態に係る信号処理回路において、複数の後段信号処理回路に
より、単体の後段信号処理回路で処理を行う場合よりも高い処理能力で、１の色の映像デ
ータに基づく処理を実行できる。
【００１４】
　また、本発明は、前記信号処理回路は、色ごとの前記後段信号処理回路の他に、他の前
記後段信号処理回路を備え、前記第１状態では、色ごとに設けられた前記後段信号処理回
路のそれぞれが、入力された対応する色の映像データに基づいて処理を実行する一方、他
の前記後段信号処理回路は処理を実行せず、前記第３状態では、他の前記後段信号処理回
路を含む複数の前記後段信号処理回路が、１の色の映像データに基づく処理を協働して実
行することを特徴とする。
　この構成によれば、第３状態において、他の前記後段信号処理回路を利用して、高い処
理能力で、１の色の映像データに基づく処理を実行できる。
【００１５】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、色ごとに光変調部を備えると共に、色ご
との前記光変調部が変調した光を投射する投射部を備えるプロジェクターであって、入力
されたカラー映像データに基づいて、複数の色の情報を利用した処理を実行すると共に、
色ごとの映像データを出力する前段信号処理回路が設けられると共に、入力された対応す
る色の映像データに基づいて処理を実行する後段信号処理回路が色ごとに複数設けられ、
入力されたデータに対して、前記前段信号処理回路によって処理を施した後、前記後段信
号処理回路によって処理を施して出力する第１状態、入力されたデータに対して前記前段
信号処理回路によって処理を施して出力する第２状態、又は、入力されたデータに対して
前記後段信号処理回路によって処理を施して出力する第３状態、のいずれかの状態に切り
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替え可能に構成された信号処理回路が実装され、前記信号処理回路が単体で実装される場
合は、実装される前記信号処理回路の状態が前記第１状態に切り替えられ、複数の前記信
号処理回路が組み合わせて実装される場合は、前段に実装される前記信号処理回路の状態
が第２状態に切り替えられると共に、後段に実装される前記信号処理回路の状態が前記第
３状態に切り替えられる回路基板を備えることを特徴とする。
　この構成によれば、プロジェクターにおける処理システムに係る回路基板について、要
求される処理能力が低い場合、１つの信号処理回路を実装すると共に、当該１つの信号処
理回路の状態を第１状態に切り替えることにより、要求される処理能力に応じることが可
能である。また、要求される処理能力が高い場合、前段に第２状態の信号処理回路を実装
し、後段に第３状態の信号処理回路を実装することにより、複数の信号処理回路により分
散処理を実行し、これにより要求される処理能力に応じることが可能である。いずれの場
合も、前段信号処理回路による処理、及び、後段信号処理回路による処理の双方が実行さ
れる。そして、処理システムに、信号処理回路を単体で用いる場合も、複数の信号処理回
路を用いる場合も、各信号処理回路の構成は共通する。このため、処理システムの構築に
あたり、求められる処理能力に応じて、処理能力の異なる、すなわち、構成の異なる信号
処理回路を用いる必要がなく、コストの削減を図ることが可能である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、求められる処理能力に応じた処理システムを、コストを削減した上で
構築できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態に係るプロジェクターの構成を示す図である。
【図２】下位モデルに係る信号処理部の構成を示す図である。
【図３】信号処理回路の構成を示す図である。
【図４】上位モデルに係る信号処理部の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る表示装置としてのプロジェクター１の全体構成を示すブロッ
ク図である。
　プロジェクター１は、パーソナルコンピューターや各種映像プレーヤー等の外部の画像
供給装置（図示略）に接続され、この画像供給装置から入力されるカラー映像信号Ｄ（デ
ータ、カラー映像データ）に基づく画像をスクリーンＳＣ等の表示面に投射して表示する
装置である。上記の画像供給装置としては、ビデオ再生装置、ＤＶＤ再生装置、テレビチ
ューナー装置、ＣＡＴＶのセットトップボックス、ビデオゲーム装置等の映像出力装置、
パーソナルコンピューター等が挙げられる。プロジェクター１は、静止画像および動画像
のいずれであっても表示可能である。
【００１９】
　プロジェクター１は、大きく分けて光学的な画像の形成を行う表示系２と、この表示系
２により表示する画像を処理する画像処理系３とからなる。
　表示系２は、光源部１０と、照明光学系１１と、色分離光学系１２と、変調部１３と、
投射光学系１４とを備えている。
　光源部１０は、キセノンランプ、超高圧水銀ランプ、ＬＥＤ等を有する光源を備え、光
源が発した光を、照明光学系１１に出力する。光源部１０は、光源が発した光を照明光学
系１１に導くリフレクター及び補助リフレクターを備えていてもよく、投射光の光学特性
を高めるためのレンズ群（図示略）、偏光板、或いは光源が発した光の光量を照明光学系
１１に至る経路上で低減させる調光素子等を備えたものであってもよい。
　照明光学系１１は、光源部１０が発する光を平行化し、光の照度を均一化し、光の偏光
方向を一方向に揃え、色分離光学系１２に出力する。
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　色分離光学系１２は、反射ミラー、及び、ダイクロイックミラーを備え、照明光学系１
１から入力された光について、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び、青色（Ｂ）の３つの色の
光に分離し、変調部１３における液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂに出力する。
【００２０】
　変調部１３は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び、青色（Ｂ）に対応して、３つの液晶ラ
イトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂ（それぞれ、「光変調部」に対応）と、を備えている
。
　液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂは、透過率を独立に制御可能な複数の画素が
マトリックス状に配置された液晶ライトバルブである。液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ
、１７Ｂは、マトリックス状に配置された各画素における光の透過率を変化させることに
より、入力された光を変調し、出力する。液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂのそ
れぞれの画素は、スクリーンＳＣに投影すべき画像に基づいて制御され、その透過率が変
更される。この結果、各液晶ライトバルブを透過する光が、投影すべき画像に応じて変調
される。液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂが変調した光は、図示せぬクロスダイ
クロイッックプリズムにより合成されて、投射光学系１４に出力される。
　投射光学系１４は、投射する画像の拡大・縮小および焦点の調整を行うズームレンズ、
ズームの度合いを調整するズーム調整用モーター、フォーカスの調整を行うフォーカス調
整用モーター等を備えている。投射光学系１４は、変調部１３で変調された光を、ズーム
レンズを用いてスクリーンＳＣ上に投射して結像させる。
　本実施形態では、光源部１０と、照明光学系１１と、色分離光学系１２と、変調部１３
と、投射光学系１４が協働して「投射部」として機能する。
【００２１】
　一方、画像処理系３は、制御部２０と、光源駆動部２１と、投射光学系駆動部２２と、
記憶部２３と、リモコン受光部２４と、入力部２５と、信号処理部２６（処理システム）
と、を備えている。
　制御部２０は、ＣＰＵや、ＲＯＭ、ＲＡＭ、その他の周辺回路等を備え、プロジェクタ
ー１の各部を制御する。
　光源駆動部２１は、光源部１０の駆動に係る駆動回路等を備え、制御部２０の制御の下
、光源部１０を駆動する。
　投射光学系駆動部２２は、投射光学系１４の駆動に係る駆動回路等を備え、制御部２０
の制御の下、投射光学系１４を駆動する。
　記憶部２３は、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリーを備え、各種データを書き換え可能
に記憶する。記憶部２３には、プロジェクター１の制御に係る制御プログラムが記憶され
ている。
　リモコン受光部２４は、リモコン５から受光した赤外線信号をデコードして、制御部２
０に出力する。制御部２０は、リモコン受光部２４からの入力に基づいて、リモコン５に
対する操作内容を検出する。
　入力部２５は、プロジェクター１に設けられた各種スイッチや、タッチパネル等の操作
部に接続され、操作部に対する操作を検出して、制御部２０に出力する。制御部２０は、
入力部２５からの入力に基づいて、操作部に対する操作内容を検出する。
　信号処理部２６（処理システム）は、後述するように、制御部２０の制御の下、入力さ
れたカラー映像信号Ｄに基づいて液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂを駆動する。
【００２２】
　ここで、本実施形態に係るプロジェクター１は、液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１
７Ｂが低解像度の液晶パネルによって構成された下位モデルと、液晶ライトバルブ１７Ｒ
、１７Ｇ、１７Ｂが高解像度の液晶パネルによって構成された上位モデルとの２つのモデ
ルが存在している。上位モデルに係る信号処理部２６は、下位モデルに係る信号処理部２
６と比較して、高い処理能力が要求される。そして、本実施形態では、下位モデルに係る
信号処理部２６、及び、上位モデルに係る信号処理部２６のそれぞれが、以下で説明する
構成を有することにより、コストを削減しつつ、要求される処理能力に対応している。
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　以下、まず、下位モデルに係る信号処理部２６を説明し、次いで、上位モデルに係る信
号処理部２６について説明する。
【００２３】
＜下位モデルに係る信号処理部２６の説明＞
　以下、まず、下位モデルに係る信号処理部２６について説明する。
　図２は、下位モデルに係る信号処理部２６の構成を示す図である。
　図２に示すように、信号処理部２６は、回路基板５０を備えており、この回路基板５０
には、信号処理回路５１と、ＳＤＲＡＭを含んで構成されたフレームメモリー５２と、が
実装されている。後に明らかとなるとおり、信号処理回路５１は、入力されたカラー映像
信号Ｄを利用して、液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂに駆動信号を出力して、こ
れら液晶ライトバルブを駆動する。
　なお、回路基板５０は、制御部２０に係る各回路が実装された回路と共通のものであっ
てもよく、別のものであってもよい。
【００２４】
　図３は、信号処理回路５１の構成を示す図である。
　図３に示すように、信号処理回路５１は、状態切替回路５５と、映像信号入力回路５６
と、ＲＧＢ画像処理回路５７と、フレームメモリーコントローラー５８と、第１画像処理
回路５９１と、第２画像処理回路５９２と、第３画像処理回路５９３と、第４画像処理回
路５９４と、駆動信号制御回路６０と、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒ、６１Ｇ、６１
Ｂと、が実装された回路本体５４を備えている。
　信号処理回路５１が備える回路のうち、映像信号入力回路５６、及び、ＲＧＢ画像処理
回路５７が「前段処理回路」に対応し、また、第１画像処理回路５９１、第２画像処理回
路５９２、第３画像処理回路５９３、及び、第４画像処理回路５９４が「後段処理回路」
に該当する。
【００２５】
　状態切替回路５５は、信号処理部２６の動作モード（状態）を、後に詳述する第１動作
モード（第１状態）、第２動作モード（第２状態）、第３動作モード（第３状態）のいず
れかに切り替える。
　詳述すると、信号処理回路５１には、動作モードを、上記３つのいずれかの動作モード
に切り替えることを指示するための図示せぬディップスイッチが設けられている。また、
ディップスイッチの状態に応じて、状態切替回路５５に異なる信号が入力される構成とな
っている。状態切替回路５５は、第１動作モードに係る信号が入力されると、信号処理回
路５１を構成する各回路の対応するポートに、動作モードが第１動作モードであることを
示す信号を出力する。各回路は、状態切替回路５５からの入力に基づいて、動作モードが
第１動作モードであることを検出し、以後、第１動作モードに準じて処理を実行する。第
２動作モード、又は、第３動作モードへの切り替えが指示された場合も同様である。
　下位モデルに係る信号処理部２６、すなわち、回路基板５０に１つの信号処理回路５１
が実装された信号処理部２６は、事前に動作モードが第１動作モードに切り替えられ、信
号処理回路５１を構成する各回路は、第１動作モードに準じて処理を実行する。
　以下、動作モードが第１動作モードである場合の、信号処理回路５１を構成する各回路
の処理について説明する。
【００２６】
＜第１動作モードに係る信号処理回路５１の各回路の処理の説明＞
　映像信号入力回路５６には、カラー映像信号Ｄが入力される。カラー映像信号Ｄは、水
平同期信号、及び、垂直同期信号と同期をとって入力され、映像信号入力回路５６は、垂
直同期信号に基づいて、１フレーム分の画像データであるフレーム画像データＰを切り出
す。このフレーム画像データＰは、ドットにより構成されるデータであって、ドットごと
に、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び、青色（Ｂ）の色成分を所定階調（例えば、２５６階
調）の階調値として保持するものである。次いで、映像信号入力回路５６は、切り出した
フレーム画像データＰを信号としてＲＧＢ画像処理回路５７に出力する。以上の処理は、
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フレームごとに連続して実行される。
【００２７】
　ＲＧＢ画像処理回路５７は、入力されたフレーム画像データＰに対して所定の処理を実
行し、１フレーム分の赤色成分の画像データである赤色フレーム画像データＰｒ、１フレ
ーム分の緑色成分の画像データである緑色フレーム画像データＰｇ、及び、１フレーム分
の青色成分の画像データである青色フレーム画像データＰｂを生成する。
　ＲＧＢ画像処理回路５７が実行する処理には、例えば、色空間変換処理や、スケーリン
グ処理、ノイズリダクション処理、超解像処理、入力されたカラー映像信号Ｄが動画に係
る信号である場合には中間フレーム生成処理、台形補正機能を有している場合には台形補
正に係る処理等が含まれている。なお、３次元に係る画像を投影する機能が実装されてい
る場合は、ＲＧＢ画像処理回路５７が、３次元に対応する画像データを生成する処理を実
行する。このように、ＲＧＢ画像処理回路５７が実行する処理には、色空間変換処理等の
、フレーム画像データＰを構成する各ドットのＲＧＢ値を利用した処理（複数の色の情報
を利用した処理）が含まれている。
　ＲＧＢ画像処理回路５７は、フレームメモリーコントローラー５８を介して、生成した
赤色フレーム画像データＰｒを第１画像処理回路５９１に出力し、緑色フレーム画像デー
タＰｇを第２画像処理回路５９２に出力し、青色フレーム画像データＰｂを第３画像処理
回路５９３に出力する。
　ここで、フレームメモリー５２は、ＳＤＲＡＭ等のメモリーを備えて構成された記憶装
置であり、バッファー（一時記憶領域）が形成されている。フレームメモリーコントロー
ラー５８は、フレームメモリー５２の所定の記憶領域に対するデータの入出力を実行する
。
　ＲＧＢ画像処理回路５７は、上述した各種処理の実行時、フレームメモリー５２をワー
クエリアとして使用し、処理に利用する各種データをフレームメモリー５２に一時記憶す
る。特に、フレームメモリー５２には、処理対象となるフレーム画像データＰや、生成さ
れる赤色フレーム画像データＰｒ、緑色フレーム画像データＰｇ、青色フレーム画像デー
タＰｂが所定の記憶領域に展開される。
【００２８】
　第１動作モードにおいて、第１画像処理回路５９１は、入力された赤色フレーム画像デ
ータＰｒに対して所定の処理を実行し、液晶ライトバルブ１７Ｒの駆動回路である液晶ラ
イトバルブ駆動回路６１Ｒの駆動に係る駆動信号を、駆動信号制御回路６０に出力する。
　第１画像処理回路５９１が実行する処理には、液晶ライトバルブ１７Ｒと、他の液晶ラ
イトバルブとの画素ずれの補正（例えば、いわゆるレジストレーション調整に係る補正）
等、液晶ライトバルブ１７Ｒの特性、個体差を踏まえた処理が含まれている。第１画像処
理回路５９１は、各種の画像処理を行った赤色フレーム画像データＰｒに基づいて、駆動
信号を生成し、駆動信号制御回路６０に出力する。第１画像処理回路５９１は、各種処理
の実行時、フレームメモリー５２をワークエリアとして使用し、処理に利用する各種デー
タをフレームメモリー５２に一時記憶する。特に、フレームメモリー５２には、処理対象
となる赤色フレーム画像データＰｒが所定の記憶領域に展開される。
　同様に、第２画像処理回路５９２は、入力された緑色フレーム画像データＰｇに基づい
て駆動信号を生成し、駆動信号制御回路６０に出力する。また、第３画像処理回路５９３
は、入力された青色フレーム画像データＰｂに基づいて駆動信号を生成し、駆動信号制御
回路６０に出力する。
　このように、第１動作モードにおいて、第１画像処理回路５９１、第２画像処理回路５
９２、及び、第３画像処理回路５９３は、処理の実行中、１つのフレームメモリー５２を
、同時に共用する。
　なお、動作モードが第１動作モードである場合、第４画像処理回路５９４は、処理を実
行しない。
【００２９】
　駆動信号制御回路６０は、第１画像処理回路５９１から入力された駆動信号を液晶ライ
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トバルブ駆動回路６１Ｒに出力する。液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒは、Ｄ／Ａ変換回
路、及び、ドライバーＩＣを含んで構成されており、入力された駆動信号に基づいて、液
晶ライトバルブ１７Ｒに駆動電圧を印加して当該液晶ライトバルブを駆動し、マトリック
ス状に配置された各画素における光の透過率を変化させる。この結果、液晶ライトバルブ
１７Ｒを透過する光が、投影すべき画像に応じて変調される。
　同様に、駆動信号制御回路６０は、第２画像処理回路５９２から入力された駆動信号を
液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｇに出力し、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｇは、液晶ラ
イトバルブ１７Ｇを駆動する。また、駆動信号制御回路６０は、第３画像処理回路５９３
から入力された駆動信号を液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｂに出力し、液晶ライトバルブ
駆動回路６１Ｂは、液晶ライトバルブ１７Ｂを駆動する。
【００３０】
　以上のように、下位モデルに係る信号処理部２６は、その回路基板５０に、第１動作モ
ードに準じて動作する信号処理回路５１が単体で実装された構成となっている。
　ここで、動作モードが第１動作モードである場合、フレームメモリー５２は、第１画像
処理回路５９１、第２画像処理回路５９２、及び、第３画像処理回路５９３のワークエリ
アとして、これら回路に同時に使用される。そして、本実施形態では、フレームメモリー
５２は、上記３つの回路が下位モデルに係る各種処理を実行する際に、上記３つの回路の
ワークエリアとして機能するために十分な性能（帯域や、記憶容量等）を有している。
　さらに、映像信号入力回路５６、及び、ＲＧＢ画像処理回路５７（前段処理回路）や、
第１画像処理回路５９１、第２画像処理回路５９２、及び、第３画像処理回路５９３（後
段処理回路）は、下位モデルに係る各種処理を実行するのに十分な処理能力を有している
。
　このため、下位モデルに係る信号処理部２６は、単体の信号処理回路５１の機能により
、各種回路の処理の遅延に起因した画像の乱れ等を生じさせることなく、スクリーンＳＣ
に画像を投影可能である。
【００３１】
＜上位モデルに係る信号処理部２６の説明＞
　次に、まず、上位モデルに係る信号処理部２６について説明する。
　図４は、上位モデルに係る信号処理部２６の構成を示す図である。
　図４に示すように、信号処理部２６は、回路基板５０に、４つの信号処理回路５１が実
装された構成となっている。具体的には、回路基板５０の前段に、カラー映像信号Ｄが入
力される１台の信号処理回路５１が実装されている。以下、適宜、前段に実装された信号
処理回路５１に符号として「５１Ｘ」を付し、「信号処理回路５１Ｘ」と表現する。
　また、回路基板５０の後段に、液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂのそれぞれに
対応して、３つの信号処理回路５１が実装されている。以下、適宜、液晶ライトバルブ１
７Ｒに対応して設けられた信号処理回路５１に符号として「５１Ｒ」を付し、「信号処理
回路５１Ｒ」と表現する。同様に、適宜、液晶ライトバルブ１７Ｇに対応した信号処理回
路５１を「信号処理回路５１Ｇ」と、また、液晶ライトバルブ１７Ｂに対応して設けられ
た信号処理回路５１を「信号処理回路５１Ｂ」と表現する。
　回路基板５０に実装された信号処理回路５１のそれぞれは、上述した下位モデルに係る
信号処理部２６が備える信号処理回路５１の構成（図３参照）と同一である。つまり、下
位モデルに係る信号処理部２６は、回路基板５０に信号処理回路５１が単体で実装された
構成となっており、一方、上位モデルに係る信号処理部２６は、回路基板５０に複数の信
号処理回路５１が実装された構成となっている。
　また、回路基板５０には、４つの信号処理回路５１のそれぞれに対応してフレームメモ
リー５２が実装されている。
【００３２】
　以下、図４を用いて上位モデルに係る信号処理部２６の基本的な動作について説明する
。
　上位モデルに係る信号処理部２６において、信号処理回路５１Ｘの動作モードは、第２
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動作モードに切り替えられ、一方、信号処理回路５１Ｒ、５１Ｇ、５１Ｂのそれぞれの動
作モードは、第３動作モードに切り替えられる。
　図４に示すように、信号処理回路５１Ｘには、カラー映像信号Ｄが入力される。信号処
理回路５１Ｘは、入力されたカラー映像信号Ｄに基づいて、赤色フレーム画像データＰｒ
、緑色フレーム画像データＰｇ、青色フレーム画像データＰｂを生成し、信号として信号
処理回路５１Ｒ、５１Ｇ、５１Ｂに出力する。
　信号処理回路５１Ｒは、入力された赤色フレーム画像データＰｒに基づいて、液晶ライ
トバルブ１７Ｒに駆動電圧を印加して、液晶ライトバルブ１７Ｒを駆動する。同様に、信
号処理回路５１Ｇは、入力された緑色フレーム画像データＰｇに基づいて、液晶ライトバ
ルブ１７Ｇを駆動し、信号処理回路５１Ｂは、入力された青色フレーム画像データＰｂに
基づいて、液晶ライトバルブ１７Ｂを駆動する。
　次に、第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの各回路の処理について詳述し、その
後、第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒ、５１Ｇ、５１Ｂの各回路の処理について
詳述する。
【００３３】
＜第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの各回路の処理の説明＞
　上述したように、下位モデルに係る信号処理部２６の信号処理回路５１の構成と、上位
モデルに係る信号処理部２６の信号処理回路５１Ｘの構成とは同一である。これを踏まえ
、以下、図３を、適宜、援用しつつ、信号処理回路５１Ｘの各回路の処理について説明す
る。
　上述したように、信号処理回路５１Ｘの動作モードは、第２動作モードに切り替えられ
、信号処理回路５１Ｘの各回路は、第２動作モードに準じて各種処理を実行する。
　第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの映像信号入力回路５６は、第１動作モード
に係る映像信号入力回路５６と同様の処理を実行する。すなわち、映像信号入力回路５６
は、入力されたカラー映像信号Ｄに基づいてフレーム画像データＰを生成し、ＲＧＢ画像
処理回路５７に出力する。
　第２動作モードに係る信号処理回路５１ＸのＲＧＢ画像処理回路５７は、第１動作モー
ドに係るＲＧＢ画像処理回路５７と同様の処理を実行する。すなわち、入力されたフレー
ム画像データＰに対して所定の処理を実行し、１フレーム分の赤色成分の画像データであ
る赤色フレーム画像データＰｒ、１フレーム分の緑色成分の画像データである緑色フレー
ム画像データＰｇ、及び、１フレーム分の青色成分の画像データである青色フレーム画像
データＰｂを生成する。そして、ＲＧＢ画像処理回路５７は、赤色フレーム画像データＰ
ｒを第１画像処理回路５９１に、緑色フレーム画像データＰｇを第２画像処理回路５９２
に、青色フレーム画像データＰｂを第３画像処理回路５９３に、それぞれ出力する。
【００３４】
　第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの第１画像処理回路５９１は、入力された赤
色フレーム画像データＰｒについて、画像処理を実行することなく、駆動信号制御回路６
０に出力する。同様に、第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの第２画像処理回路５
９２、第３画像処理回路５９３は、入力された緑色フレーム画像データＰｇ、青色フレー
ム画像データＰｂについて、画像処理を実行することなく、駆動信号制御回路６０に出力
する。
　このように、第２動作モードでは、第１画像処理回路５９１、第２画像処理回路５９２
、及び、第３画像処理回路５９３のそれぞれは、画像処理を実行せず、従って、フレーム
メモリー５２を使用しない。
　また、上位モデルに係る液晶ライトバルブ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂは解像度が高く、従
って、赤色フレーム画像データＰｒ、緑色フレーム画像データＰｇ、青色フレーム画像デ
ータＰｂに対して画像処理する回路に高い処理能力が求められる。しかし、第２動作モー
ドでは、第１画像処理回路５９１、第２画像処理回路５９２、及び、第３画像処理回路５
９３のそれぞれは、画像処理を実行しないため、これら回路の処理能力不足に起因した処
理の遅延等が発生することはない。
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　なお、第２動作モードにおいて、第１画像処理回路５９１、第２画像処理回路５９２、
及び、第３画像処理回路５９３の処理能力が、求められる処理能力を満たす理由としては
、以下の理由もある。すなわち、第１動作モード、及び、第３動作モードにおいては、液
晶ライトバルブの駆動周波数（例えば、２４０ｆｐｓ）にて各画像処理回路を動作させな
ければならない。一方で、第２動作モードにおいては、入力のフレームレート（例えば、
６０ｆｐｓ）、もしくは、中間フレーム生成回路出力のフレームレート（例えば、１２０
ｆｐｓ）に対応するように、各画像処理回路を動作させればよいからである。
【００３５】
　第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの駆動信号制御回路６０は、第１画像処理回
路５９１から入力された赤色フレーム画像データＰｒを液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒ
に出力する。同様に、駆動信号制御回路６０は、第２画像処理回路５９２、第３画像処理
回路５９３から入力された緑色フレーム画像データＰｇ、青色フレーム画像データＰｂを
それぞれ、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｇ、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｂに出力す
る。
　ここで、第２動作モードに係る信号処理回路５１Ｘの液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒ
は、信号ライン（バス）を介して、第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの映像信号
入力回路５６に接続されている。そして、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒは、入力され
た赤色フレーム画像データＰｒを、信号として、信号処理回路５１Ｒの映像信号入力回路
５６に出力する。
　同様に、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｇは、信号ライン（バス）を介して、信号処理
回路５１Ｇの映像信号入力回路５６に接続されている。そして、液晶ライトバルブ駆動回
路６１Ｇは、入力された緑色フレーム画像データＰｇを、信号として、信号処理回路５１
Ｇの映像信号入力回路５６に出力する。
　また、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｂは、信号ライン（バス）を介して、信号処理回
路５１Ｂの映像信号入力回路５６に接続されている。そして、液晶ライトバルブ駆動回路
６１Ｂは、入力された青色フレーム画像データＰｂを、信号として、信号処理回路５１Ｂ
の映像信号入力回路５６に出力する。
【００３６】
＜第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの各回路の処理の説明＞
　上述したように、下位モデルに係る信号処理部２６の信号処理回路５１の構成と、上位
モデルに係る信号処理部２６の信号処理回路５１Ｒの構成とは同一である。これを踏まえ
、以下、図３を、適宜、援用しつつ、信号処理回路５１Ｒの各回路の処理について説明す
る。
　上述したように、信号処理回路５１Ｒの動作モードは、第３動作モードに切り替えられ
、信号処理回路５１Ｒの各回路は、第３動作モードに準じて各種処理を実行する。
　また、以下、信号処理回路５１Ｒを説明するが、信号処理回路５１Ｒと、信号処理回路
５１Ｇ、信号処理回路５１Ｂの構成、動作モードは同一であり、これら信号処理回路も以
下説明する信号処理回路５１Ｒと同様の処理を実行する。
【００３７】
　第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの映像信号入力回路５６は、第２動作モード
に係る信号処理回路５１Ｘの液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒから、赤色フレーム画像デ
ータＰｒが入力される。映像信号入力回路５６は、入力された赤色フレーム画像データＰ
ｒをＲＧＢ画像処理回路５７に出力する。
　第３動作モードに係る信号処理回路５１ＲのＲＧＢ画像処理回路５７は、入力された赤
色フレーム画像データＰｒに対して画像処理を行うことなく、フレームメモリーコントロ
ーラー５８を介して、第１画像処理回路５９１に出力する。
　第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの第１画像処理回路５９１は、第２画像処理
回路５９２－第４画像処理回路５９４を統括的に制御し、これら回路と協働して、赤色フ
レーム画像データＰｒに対して画像処理を行う。すなわち、第１画像処理回路５９１－第
４画像処理回路５９４は、赤色フレーム画像データＰｒに対する画像処理を分散して実行
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する。例えば、第１画像処理回路５９１は、赤色フレーム画像データＰｒに対する１の画
像処理を、時分割で循環的に自身、及び、第２画像処理回路５９２－第４画像処理回路５
９４に実行させ、１つの処理を各回路で分散して実行する。また例えば、第１画像処理回
路５９１は、並列的に異なる処理を実行可能な場合は、１の処理を１の画像処理回路（例
えば、第２画像処理回路５９２）、他の処理を他の画像処理回路（例えば、第４画像処理
回路５９４）に実行させる。
　上述したように、第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの第１画像処理回路５９１
－第４画像処理回路５９４が分散して実行する処理には、液晶ライトバルブ１７Ｒの特性
、個体差を踏まえた処理が含まれている。
　このように、第３動作モードでは、ある１つの色のフレーム画像データに対する画像処
理を、第１画像処理回路５９１－第４画像処理回路５９４の４つの回路で分散して実行す
るため、各回路の処理負荷が低減される。ここで、上位モデルに係る液晶ライトバルブ１
７Ｒは解像度が高く、従って、赤色フレーム画像データＰｒに対して画像処理する回路に
高い処理能力が求められる。しかし、第３動作モードでは、４つの画像処理回路が協働し
て画像処理を実行するため、求められる処理能力に適切に応えることが可能である。
　さらに、第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの第１画像処理回路５９１－第４画
像処理回路５９４は、赤色フレーム画像データＰｒ、緑色フレーム画像データＰｇ、青色
フレーム画像データＰｂのそれぞれを同時に処理するのではなく、赤色フレーム画像デー
タＰｒのみに画像処理を実行する。このため、３色のフレーム画像データを同時に処理す
る場合と比較して、フレームメモリー５２の帯域幅の増大が必要となったり、フレームメ
モリー５２の記憶領域の容量の増大が必要となったりすることがない。すなわち、第３モ
ードに係る信号処理部２６は、第１動作モードに係る信号処理部２６の構成と同一の構成
で、上位モデルに係る各種処理を実行可能である。
【００３８】
　さて、第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの第１画像処理回路５９１は、第２画
像処理回路５９２－第４画像処理回路５９４と協働して、入力された赤色フレーム画像デ
ータＰｒに対して所定の処理を実行した後、処理後の赤色フレーム画像データＰｒに基づ
いて、液晶ライトバルブ駆動回路６１Ｒの駆動に係る駆動信号を生成し、駆動信号制御回
路６０に出力する。
　第３動作モードに係る信号処理回路５１Ｒの駆動信号制御回路６０は、入力された駆動
信号に基づいて、液晶ライトバルブ１７Ｒに駆動電圧を印加して当該液晶ライトバルブを
駆動し、マトリックス状に配置された各画素における光の透過率を変化させる。この結果
、液晶ライトバルブ１７Ｒを透過する光が、投影すべき画像に応じて変調される。
　以上、信号処理回路５１Ｒの各回路の処理を説明したが、信号処理回路５１Ｇ、５１Ｂ
の各回路も同様の処理を実行する。すなわち、信号処理回路５１Ｇは、入力された緑色フ
レーム画像データＰｇについて、第１画像処理回路５９１－第４画像処理回路５９４の４
つの回路で分散処理し、処理結果に基づいて液晶ライトバルブ１７Ｇを駆動する。また、
信号処理回路５１Ｂは、入力された青色フレーム画像データＰｂについて、第１画像処理
回路５９１－第４画像処理回路５９４の４つの回路で分散処理、処理結果に基づいて液晶
ライトバルブ１７Ｂを駆動する。
【００３９】
　以上のように、本実施形態では、下位モデルに係る信号処理部２６は、１つの信号処理
回路５１を有し、一方、上位モデルに係る信号処理部２６は、４つの信号処理回路５１を
有している。そして、いずれの信号処理回路５１も、その構成が同一である。そして、上
述したように、いずれのモデルに係る信号処理部２６も、モデルに応じた処理能力を有し
ている。
　このため、モデルに応じて、信号処理回路５１の構成を変更する必要がない。具体的に
は、上位モデルに係る回路基板５０に実装するフレームメモリー５２について、下位モデ
ルに係る回路基板５０に実装するフレームメモリー５２よりも性能を高くする必要がない
。また、上位モデルに係る回路基板５０に実装された各回路について、下位モデルに係る
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回路基板５０に実装された各回路よりも処理能力を高くする必要がない。
　従って、上位モデルに係るプロジェクター１、下位モデルに係るプロジェクター１に使
用する信号処理回路５１を共通化でき、これらプロジェクター１の製造コストの削減を図
ることができる。
【００４０】
　以上説明したように、本実施形態に係る信号処理回路５１（信号処理回路）は、回路基
板５０に、入力された信号に対して処理を施して出力する映像信号入力回路５６、ＲＧＢ
画像処理回路５７（前段信号処理回路）と、入力された信号に対してＲＧＢ画像処理回路
５７（前段信号処理回路）による処理後の信号に施すべき処理を施して出力する第１画像
処理回路５９１－第３画像処理回路５９３（後段信号処理回路）と、が設けられている。
そして、信号処理回路５１は、回路本体５４に入力された信号に対して、段信号処理回路
によって処理を施した後、後段信号処理回路によって処理を施して出力する第１動作モー
ド、回路本体５４に入力された信号に対して前段信号処理回路によって処理を施して出力
する第２動作モード、又は、回路本体５４に入力された信号に対して後段信号処理回路に
よって処理を施して出力する第３動作モード、のいずれかの動作モードに切り替え可能に
構成されている。
　この構成によれば、要求される処理能力が低い処理システム（本実施形態における信号
処理部２６）については、１つの信号処理回路５１を設けると共に、当該１つの信号処理
回路５１の状態を第１動作モードに切り替えることにより、要求される処理能力に応じる
ことが可能である。また、要求される処理能力が高い処理システムについては、前段に第
２動作モードの信号処理回路５１を設け、後段に第３動作モードの信号処理回路５１を設
けることにより、複数の信号処理回路５１により分散処理を実行し、これにより要求され
る処理能力に応じることが可能である。いずれの場合も、前段信号処理回路による処理、
及び、後段信号処理回路による処理の双方が実行される。そして、処理システムに、信号
処理回路５１を単体で用いる場合も、複数の信号処理回路５１を用いる場合も、信号処理
回路５１の構成は共通する。このため、処理システムの構築にあたり、求められる処理能
力に応じて、処理能力の異なる、すなわち、構成の異なる信号処理回路を用いる必要がな
く、コストの削減を図ることが可能である。
【００４１】
　また、ＲＧＢ画像処理回路５７（前段信号処理回路）、及び、第１画像処理回路５９１
－第４画像処理回路５９４（後段信号処理回路）は、フレームメモリー５２（メモリー）
に接続されている。そして、ＲＧＢ画像処理回路５７が出力した信号に基づくデータがフ
レームメモリー５２に一時記憶され、フレームメモリー５２ーに一時記憶されたデータに
基づく信号が第１画像処理回路５９１－第４画像処理回路５９４（後段信号処理回路）の
少なくとも１つの回路に入力される。
　この構成によれば、要求される処理能力と、フレームメモリー５２の帯域幅等の性能と
の関係を踏まえて、信号処理回路５１を単体で用いて処理システムを構築するか、信号処
理回路５１を複数用いて処理システムを構築するかを選択可能である。
【００４２】
　また、本実施形態では、後段信号処理回路として、第１画像処理回路５９１－第３画像
処理回路５９３が、色ごとに、複数、設けられている。そして、第１画像処理回路５９１
－第３画像処理回路５９３は、色ごとの映像信号が入力されると共に、入力された対応す
る色の映像信号に基づいて処理を実行する。
　この構成によれば、入力されたカラー映像信号Ｄに基づく処理を実行する装置について
、要求される処理能力が低い場合は信号処理回路５１を１つ用いて処理システムを構築し
、要求される処理能力が高い場合は信号処理回路５１を複数用いて処理システムを構築で
きる。すなわち、コストを削減しつつ、処理能力に応じた処理システムの構築が可能とな
る。
【００４３】
　なお、上述した実施の形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の
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範囲内で任意に変形および応用が可能である。
　上述した実施形態では、プロジェクターに係る信号処理回路を例に本発明を適用したが
、本発明は、プロジェクターに用いられる信号処理回路のみならず、入力された信号に対
して処理を実行する回路に広く適用可能である。また、本発明に係る信号処理回路が搭載
される装置もプロジェクターに限らない。また、プロジェクターについても、光源部１０
の光源が発した光を変調する手段として、ＲＧＢの各色に対応した液晶ライトバルブ１７
Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂを用いた構成を例に挙げて説明したが、これに限定されるものではな
く、例えば、反射型の液晶パネルを用いてもよいし、ＲＧＢの各色に対応する３枚のデジ
タルミラーデバイス（ＤＭＤ）を用いた方式等により構成してもよい。また、スクリーン
ＳＣの背面側から画像光を投射する背面投射型のプロジェクターであってもよい。
　また、図１に示したプロジェクター１の各機能部は、ハードウェアとソフトウェアとの
協働により実現される機能的構成を示すものであって、具体的な実装形態は特に制限され
ない。その他、プロジェクター１の各部の具体的な細部構成についても、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲で任意に変更可能である。
【符号の説明】
【００４４】
　１…プロジェクター、１０…光源部（投射部）、１１…照明光学系（投射部）、１２…
色分離光学系（投射部）、１３…変調部（投射部）、１４…投射光学系（投射部）、１７
Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂ…液晶ライトバルブ（変調部）、２０…制御部、２６…信号処理部、
５０…回路基板、５１、５１Ｒ、５１Ｇ、５１Ｂ、５１Ｘ…信号処理回路、５２…フレー
ムメモリー（メモリー）、５４…回路本体、５６…映像信号入力回路（前段信号処理回路
）、５７…ＲＧＢ画像処理回路（前段信号処理回路）、５９１…第１画像処理回路（後段
信号処理回路）、５９２…第２画像処理回路（後段信号処理回路）、５９３…第３画像処
理回路（後段信号処理回路）、５９４…第４画像処理回路（後段信号処理回路）。

【図１】 【図２】
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